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令和３年２月定例会一般質問発言通告表

発言
順序

氏名 　　野　本　貴　之　　議 員

市　　長
副 市 長
教 育 長
関係部長

発 言 項 目 要　　　　旨

今年度は一斉休業により授業数や学校の対応が注目さ
れ、小学校の３・４年生の英語教育の導入と５・６年生
の英語教育の教科化が本格化した年でもあった。初年度
を終えて今年度の取組状況について以下伺う。

市　　長
副 市 長
教 育 長
関係部長

２０２０年１０月７日に中央教育審議会が、２０２２
年度を目途に小学校高学年から教科担任制を導入すると
示している。教科担任制を導入することできめ細やかで
深化した授業を行うことができること、また教職員の負
担軽減につながるとしている。以下伺う。

学校教育の充実と取組
について（小学校英語教
育導入の現状・今後の小
学校高学年の教科担任制
の導入）

読書バリアフリー法と
図書館の読書バリアフ
リーの推進について提案

　予定していた授業時間数は確保できたのか伺う。

今年度の小学校の英語教育の成果と課題について伺
う。

英語専科教員の人員配置の充実や英語教育の導入を
不安視する声に対応されてきたが、今後の英語教育の
取組について伺う。

小学校教科担任制の導入に向けた考えについて伺
う。

導入はこれからではあるが、教職員の人員配置や学
校やクラス規模に合わせた編成など様々な課題があ
り、対応していく必要があると考える。今後市として
どのように考えていくのか。

２０１９年６月２８日に視覚障害者等の読書環境の整備の
推進に関する法律、通称「読書バリアフリー法」が施行され
た。この法律は障害の有無にかかわらず、全ての国民が等し
く読書を通じて文字・活字文化の恵沢を享受できる社会を目
指すものである。それぞれ障害に応じて合理的配慮がされる
ことを基本理念に掲げている。以下伺う。

上記の法律では、推進計画策定の努力義務を地方公共
団体に課している。今後富士宮版「読書バリアフリー基
本計画」の策定、またはそれに準じた計画に取り組む考
えはあるか。

国立国会図書館をはじめ他の公共図書館とのサービス
の連携はどうか。

学校図書館における読書バリアフリーの推進と学校図
書館と各市立図書館との連携はどうか。

第３次富士宮市子ども読書活動推進計画には、デイ
ジー図書の拡充をはじめ障害がある方への読書の推進の
取組など、障害がある方への読書バリアフリーについて
掲載されているが、今後どのように取組を推進していく
のか。

図書館の読書バリアフリーの現状の対応と課題につい
て伺う。
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